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https://honto.jp/netstore/pd-book_31892279.html






組織

構造

戦略
（事業の方向性）

スキル
（組織能力）

スタッフ
（個人の能力）

スタイル
（社風・組織文化）

システム
（人事、報酬、会計
制度、情報の流れ）

共通の

価値観
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頂いた支援や言葉にはしっかり行動で応えないとね！

•



Wrong Thing

人を統制する

階層型による

コントロール

Right Thing 
Wrong

人を活かす

階層型による

コントロール

Right Thing 
Right

人を活かす
(ためにシステムを

マネジメントする）

ネットワーク型による

エンパワーメント

振る舞い

目指す方向性

根底の考え方

「顧客価値を生み出せる創造的な組織になるぞ！」

チームメンバーに的確に指示して
働かせるよう管理しなさい

研修を
全員受けなさい

組織を複雑系として捉え、
自律的で多様なコラボレーションから
成果が最大化する可能性を上げよう

コントロール 至高 コンテキストや多様性や
モチベーションを忘れがち
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https://honto.jp/netstore/pd-book_31966421.html
https://honto.jp/netstore/pd-book_31966421.html
https://honto.jp/netstore/pd-book_28842667.html
https://honto.jp/netstore/pd-book_28842667.html
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https://www.dnp.co.jp/biz/theme/ccoe/#anchor03
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 -Masafumi Takarada / Hisato Kondo

https://youtu.be/wDzKuQrqit0?si=-jaPQogqA6QoDGbf
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https://honto.jp/netstore/pd-book_28381827.html
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https://honto.jp/ebook/pd_29639698.html








2024年下期の目標を経営層にコミット

目標｜OBJECTIVE

変革に必要なピースを揃え、
MXの次のフェーズ（本番）での勝ち筋をつくる

主要な結果｜KEY RESULTS

1. 変革をドライブさせる役割で動くメンバーを3人に増やす

2. 社外コミュニティとの協賛やのれん分けの社内イベントを3回開催する

3. プロポーザル公募制の社外イベントに2回登壇する

4. 実際の現場の本業の仕事で「良かった」と思って貰えるストーリーを1つつくる
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これまでの活動



これまでの活動
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• 近藤 久登(38) Kondou Hisato

• MXプロジェクト

• 4本部システム3部3課
• グループ内システム開発保守運用

• 工場内の生産・製造監視など

• マネージャではない

• 心理的安全宣言！

• MX後の世界で開発者として生きる



今日お話すること・お伝えしたいこと



今日お話すること・お伝えしたいこと
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過去の自分の紹介



• 近藤 久登(32) Kondou Hisato

• 開発がしたい、プログラム書きたい（開発以外したくない）

• 新しいもの好き（業務に生かせなくても自分の中で納得できれば満足）

• 今の環境から何も変わってほしくない

• 自分から何か行動を起こすなんて滅相もない！！

• 都合のいいことばかりの自分が嫌い



過去の自分の紹介



変革の兆し



変革の兆し

社内取り組みである「ValueFactory」に参加が最初の出来事

ValueFactory（VF）とは・・・
期間限定で所属部署に関係なくチームを結成してプロダクトを作る取り組み。
プロダクトは参加者から提案し、実現したい人が集まってチームを作る。
業務時間内に作業可能で、最終的にはリアル・オンラインで発表会を実施する。



変革の兆し

VFの中で近藤が感じたこと

・心理的安全性が高く、質問や意見交換が活発
・プロダクト作成に対するモチベーションが高い
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変革の兆し

VFの中で近藤が感じたこと

・心理的安全性が高く、質問や意見交換が活発
・プロダクト作成に対するモチベーションが高い



変革の兆し

近藤の中で何かを変えたいという思いが生まれた



変革の変遷とアプローチ



変革の変遷とアプローチ

変えたいけど、そんな力もないし何していいかわからない・・・

■周りからの視線や声（と思い込んでいること）
開発しか能がなく年齢にあったスキルがない

何か行動を起こすと「え？お前が？」と思われる

■何かを変えられる人（例えばVFの運営者など）
雲の上の存在で自分とは根本が違う

絶対に手の届かない存在

■マインド
余計なことを考えず、与えられたことを粛々とこなし、

 周りの迷惑にならないことが大事



変革の変遷とアプローチ

変化を起こすきっかけを「こっそり」探して、なんとか見つけた最初の出来事

部内勉強会！！

部内勉強会とは・・・
自部署の部内のグループが数か月に一度合同で開く勉強会。
それぞれのグループでテーマを決めて普段の業務とは異なったことを少しずつ学習し、
そこで学んだことをパワポにまとめて発表することにより、部全体のスキルアップを目指す会。



変革の変遷とアプローチ

変化を起こすきっかけを「こっそり」探して、なんとか見つけた最初の出来事

部内勉強会！！

部内勉強会とは・・・
自部署の部内のグループが数か月に一度合同で開く勉強会。
それぞれのグループでテーマを決めて普段の業務とは異なったことを少しずつ学習し、
そこで学んだことをパワポにまとめて発表することにより、部全体のスキルアップを目指す会。

ではあるが、勉強会の空気が重く、発表内容にも質問内容にも
「そんなことも知らなかったの？」「え？それいまさら聞く？」
といった視線や空気を感じてしまう会。



変革の変遷とアプローチ

VFのときと「部内勉強会」での違いを考えたときの明らかな違い



変革の変遷とアプローチ

VFの中でやっていた取り組みを、部内勉強会でもやってみたいと
面談で部長に相談したところ・・・



変革の変遷とアプローチ

VFの中でやっていた取り組みを、部内勉強会でもやってみたいと
面談で部長に相談したところ・・・

心理的安全宣言快諾！！

※このとき部長も勉強会の雰囲気に

悩んでいたことも大きな要因



変革の変遷とアプローチ

部内勉強会の冒頭で心理的安全宣言を部長が承認し、
近藤が少しずつ簡単な質問を投げ続けたところ、



変革の変遷とアプローチ

部内勉強会の冒頭で心理的安全宣言を部長が承認し、
近藤が少しずつ簡単な質問を投げ続けたところ、

発表しやすく質問しやすい空気に変わった！！

他の参加者も同じ空気を感じていて、何とかしたいけど・・・
という思いを持っていた。



変革の変遷とアプローチ

■周りからの視線や声（と思い込んでいること）
開発しか能がなく年齢にあったスキルがない

何か行動を起こすと「え？お前が？」と思われる

■何かを変えられる人（例えばVFの運営者など）
雲の上の存在で自分とは根本が違う

絶対に手の届かない存在

■マインド
余計なことを考えず、与えられたことを粛々とこなし、

 周りの迷惑にならないことが大事

妥当な話なら受け入れてもらえる
みんな同じ悩みを持っている

小さいことなら何か自分でもできるかも・・・？

行動を起こすことで自分にとっても他の人にとっても
プラスになることがあるかも・・・？

部内勉強会を少し改善できたことたことで、少し世界が変わった



変革の変遷とアプローチ

部内勉強会で少し自信がついたが、自分から何か大きな行動を起こす勇気はなく、
何かきっかけがないかを探していたところ



変革の変遷とアプローチ

部内勉強会で少し自信がついたが、自分から何か大きな行動を起こす勇気はなく、
何かきっかけがないかを探していたところ

きっかけが転がってきた！！！



変革の変遷とアプローチ

MSマスターズというコミュニティ活動に参加し、MS365を使って自律的なチーム作りをめざし
て、色々なセミナーを社内で始めた。



変革の変遷とアプローチ

MSマスターズの活動にて、普段チームメンバーとしか関わっていなかった自分が
初めて社内に発信する側になり、やってみると意外となんとかなった！
また、自律的なチームという働きかけが、VFの時に感じた理想の働き方に近く強く共感した。



変革の変遷とアプローチ

■周りからの視線や声（と思い込んでいること）
妥当な話なら受け入れてもらえる

みんな同じ悩みを持っている

■何かを変えられる人（例えばVFの運営者など）
小さいことなら何か自分でもできるかも・・・？

絶対に手の届かない存在

■マインド
行動を起こすことで自分にとっても他の人にとっても

 プラスになることがあるかも・・・？

全体にとってプラスになるなら受け入れてもらえる

運営者などのサポートならできるかも・・・？

行動することで自分の世界も変わる
前向きに実行すればマイナスにはならない

MSマスターズで様々な発信をするうち、少し世界が変わった



変革の変遷とアプローチ

MSマスターズで積極的にセミナーを牽引していたメンバーが離脱し、ネタもマンネリ化。
MS365の知識もあまりなく、このままだと終焉の未来が見えた。



変革の変遷とアプローチ

MSマスターズで積極的にセミナーを牽引していたメンバーが離脱し、ネタもマンネリ化。
MS365の知識もあまりなく、このままだと終焉の未来が見えた。

終わるくらいなら「VFのような働き方」を直接目指したい

心理的安全性・モチベーションの働き方を目指す！！



変革の変遷とアプローチ

MSマスターズはMXプロジェクトと名前を変えて、マネジメントの変革をテーマに再発進



変革の変遷とアプローチ

■周りからの視線や声（と思い込んでいること）
全体にとってプラスになるなら受け入れてもらえる

みんな同じ悩みを持っている

■何かを変えられる人（例えばVFの運営者など）
運営者などのサポートならできるかも・・・？

絶対に手の届かない存在

■マインド
行動することで自分の世界も変わる

前向きに実行すればマイナスにはならない

理想を実現するために様々な発信をする人
行動に対する支援を惜しまない人
呼べば意外と近くに来てくれる

やればやるほどできることが増える

MXプロジェクトにて積極的に発信すると決意したとき、少し世界が変わった



変革の変遷とアプローチ

このころには、普段の業務でも自分にとって色々なことがプラスになっていると実感がでた

・普段の業務では関わらないメンバーとのコネクションができた

・チーム内のディスカッションであればファシリテーターができるようになった

・打ち合わせなどで話すとき、声量と話す速さがうまくなった

・不特定多数の前で話し手をすることに抵抗がなくなった

・様々なディスカッション、プラクティスが自部署内で提案・実践できるようになった



変革の変遷とアプローチ

MXプロジェクトの活動で、社外への発信やイベントへの登壇がはじまった



変革の変遷とアプローチ

■周りからの視線や声（と思い込んでいること）
全体にとってプラスになるなら受け入れてもらえる

みんな同じ悩みを持っている

■何かを変えられる人（例えばVFの運営者など）
理想を実現するために様々な発信をする人

行動に対する支援を惜しまない人

呼べば意外と近くに来てくれる

■マインド
行動することで自分の世界も変わる

やればやるほどできることが増える
できないことはやってみて、やってみたら意外とできる

社外活動を始めたころ、世界は自分次第だと気付いた

応援や支援がもらえる



ところで、「マインド」ってなんでしょう？



ところで、「マインド」ってなんでしょう？

様々な時と場合に向き合った際に浮かんでくる根本的な考え、「自分が頭の中で思い浮かべる考え」が変わり、

物事を前向きに捉えられるようになり、仕事に向き合う姿勢や考えまで積極的になれました。



ところで、「マインド」ってなんでしょう？

様々な時と場合に向き合った際に浮かんでくる根本的な考え、「自分が頭の中で思い浮かべる考え」が変わり、

物事を前向きに捉えられるようになり、仕事に向き合う姿勢や考えまで積極的になれました。

そんな魔法みたいな変化はありません！！！！
※ある人もいるかも・・・？

私が「マインド」として捉えているものは、「自分が頭の中で思い浮かべる考え」に対して、
「肯定したり否定したりする基準となる考え」であると考えています。

「ただひたすら開発したい、他のことしたくない」という根本的な気持ちは変わっておりません。
ただ、その考えを単純に肯定するより、「他のこと」を色々考えて実践したり共有したほうが、
できることがどんどん増えて楽しいし、他の人から褒めてもらえる！
そして結果的に開発できる環境も作れる！

そんな感じで、自分で自分を説得したり自分の背中を押したりすることを日々繰り返しております。
言い方を変えれば、自分のモチベーションをコントロールできるようになってきた！



今の自分の紹介



今の自分の紹介

• 近藤 久登(38) Kondou Hisato

• 開発がしたい、プログラム書きたい（環境を作るために努力する）

• 新しいもの好き（社内外に発信し、チームのモノとしても共有）

• 心理的安全性・モチベーションの高い職場に変えたい

• 行動しないことは損

• 理想に向かって行動できる自分が少し好き



今の自分の紹介

■周りからの視線や声（と思い込んでいること）
応援や支援がもらえる

みんな同じ悩みを持っている

■何かを変えられる人（例えばVFの運営者など）
理想を実現するために様々な発信をする人

行動に対する支援を惜しまない人

呼べば意外と近くに来てくれる

■マインド
行動することで自分の世界も変わる

できないことはやってみて、やってみたら意外とできる



今の自分の紹介

まさにこの通り、奥ゆかしさが抑え込まれた自分になりました！



自分が嫌い・踏み出せない人へのメッセージ



自分が嫌い・踏み出せない人へのメッセージ

自分のことが嫌いでも、踏み出せなくても、きっかけがあれば人は変わることはできます。

変わると言っても根本的な考えではなく、自分の説得やモチベーションの上げ方が上手になるイメージです。

そのためにも、何か願望があって、そこに現実とギャップがあるのであれば、まずは自分に素直になって、

どうなりたい・どうしたいのかをしっかりと認識することが、一番最初で一番大事です。

あとはきっかけを探したり、相談したり、コミュニティにぶつけたり、行動力に応じた動きをするだけ。

個人で行動するときに大義名分を用意することは難しいですが、コミュニティではすでに大義名分が存在するので、

大いに活用しましょう。

自分では超えられない・壊せない壁だと思っていることは、自分でそう思い込んでいることが多いです。

「自分なんかじゃ・・・」という思いがあるなら、そんな気持ちは無視しましょう！

自信と経験の無さからくることが多い気持ちですが、逆に経験しちゃえばいいのだと、自分を説得してみましょう。

大きな壁も、他人の力を借りることで簡単に乗り越えることができるし、乗り越えれば自分の力と自信になります。

ぜひ、他人の力を使いましょう！！
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